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方法 並盟佐 フサオマキザル (Cebusapel(a)5野i(♂2流♀3y7i).実験期間中､被験体_7rf.､実
験実施時刻に応じて給餌時間､給餌皿を調節｡盈毘 サル用オペラント捕 (約 50cm立方)｡箱
の正両に2個のレバーとタッチパネル付き15インチのディスプレイが設置され､周囲にスピー
カ-2個と万能給餌装置を設置.各校装置/刺激の別御､及び反応の記録にパソコンを使用｡乱



















少させた (13-18%,n=4)｡これに伴い､FBN のバースト活動はサッケ-ドの開始時点付近 (開
始時点20ms前から20ms後までの期間)で増加した.一部のニューロンでは､バーストの立ち
上がりからピークまでの区間の増加が顕著で､適応に伴いバーストタイミングが早くなったと考
えられた｡ISSを与えなかった反対向きのサッケ-ドの振幅は適応の前後で変化せず､これに
伴うバースト活動にも有意な変化が認められなかった｡また､上記期間 (40ms)の活動の強さ
は､サッケ-ド振帽の減少とよく似た時間経過で変化した｡以上の結果は､FBN の活動変化が
サッケ-ドゲイン適応を引き起こしていることを示唆する｡また､FBNが脳幹の抑制ニューロ
ンを介して､同側の外転神経核運動ニューロンの活動を抑制性に調節するという考えを支持する｡
-169-
